
「心中物」を江戸の「曾我物」へ(2011) 

                            2DS10071E 川畑泰子 
１７１６年中村座にて、二代目市川團十郎が行った二回目の助六物「式例和曽我」にその様

相を見ることができる。化粧坂の少将（のち揚巻）の「髪梳き」で月代（さかやき）で剃り落

とし元服した曽我五郎は、助六と名を改め、紙衣をきて、傾城買いの和事を演じた。[正徳６年

４月刊の役者評判記「芝居晴小袖」より]前年に演じた「坂東一寿曽我」が大当たりし、それを

引き継ぐ形で助六と曽我の世界をミックスさせたのであった。「花戸川助六実ハ曾我五郎時

致」という設定もこのときから。詞章の江戸吉大夫は江戸半太夫の高弟でのことであるの

も興味深い。この助六物「式例和曽我」で始めて「曽我物」の演目と物語形式が変わった。な

ぜ曽我物を助六に組みこんだか？その理由として考えられるのは、まず曽我兄弟の江戸の庶民

からの人気である。そして初代市川團十郎によって演じられた曽我物の歌舞伎二代目團十郎の

初舞台も曽我物であったことも理由として考えられ、（「兵根元曽我」子役の始まりでもあり、

團十郎の初演であった点）始めて二代目團十郎が大当たりした舞台も曽我物「傾城嵐曽我」、こ

れをきっかけに江戸歌舞伎の正月は三座が曽我物を上演するようになるのが多くなった曽我物

が人気となった理由の背景の裏付けとなる。そして浮世絵と御霊信仰の相乗効果初代團十郎の

荒事は金平浄瑠璃から始まった。曽我物語が浮世絵に取り上げられるようになったのは、歌舞

伎において初代團十郎が江戸の荒事に五郎時致を登場させ、自ら演じ、人気を博したからであ

った。初代團十郎がはじめて江戸中村座で荒事を演じたのは、延宝元年（1673）9月のことで

あった。「四天王稚立」にて坂田公時を演じた。團十郎は、歌舞伎で始めて紅と墨とで顔に極端

なメイクを施す隈取をして、大柄な童子格子の衣装に丸ぐけ帯・斧を持ってあらわれ、大江山

の場で 大立廻りを演じ絶賛を博した。團十郎が演じた荒事は、江戸において町民から圧倒的に

支持された。武士の権威が町民を見下すこの地では、旗本奴という武士たちが狼籍を恩いのま

まにしていた。これに対する防衛策として町奴という侠客が生まれ、両者は激しく対立した。

しかし、幕府によって侠客が弾圧されてしまい、町民のフラストレーションを解消するかのよ

うな形で團十郎の荒事は、このような荒々しい江戸市民社会の中で、武士権力に対峙する江戸

市民の心意気を背景に生み出されていったのである。初演で好評を得た團十郎は、延宝二年

(1675）五月の山村座で「勝関誉曽我」に出演し、曽我五郎時致の型を創り出した。以後團十郎

は、「古今兄弟兵曽我」「兵根元曽我」「大日本鉄界仙人」などで曽我五郎を自作自演し、荒

事としての曽我五郎を歌舞伎の中に定着させていったのであろう。また御霊信仰という思想か

らも見ていくとする。この思想は、この世に恨みを残して亡くなった人々を慰める民間信仰で

ある。昔は、災害や疫病はこの世に恨みを残して亡くなった人々の霊の祟りで起きると考えら

れていた。そのため、それらの人々の霊を鎮めるための神社がたくさん作られていた。元禄の

ころ上方では「盆曽我」といって七月に曽我物が上演された。これは御霊信仰の対象として祀

られた曽我兄弟の魂を慰めるという意味があった。二代目團十郎が大当たりした曽我物「傾城

嵐曽我」の江戸でも歌舞伎で曽我物が人気を博したの受けて、宝永六年（1709）正月に、山村

座・中村座・市村座の各座が曽我狂言を上演し、いずれも大当りを取ったことから、江戸各座



の正月の歌舞伎は必ず曽我物が演じられるようになった。「曽我祭」というのも開催され、正

月の曽我物がロングラン公演で５月まで続演されたとき、曽我兄弟が工藤を討ち取ったとされ

る５月２８日に催されたのであった。 

 

二代目團十郎の宗教性 

おこり（マラリアの熱病）の娘をにらんで治した（「中古戯場説」）より 

高尾山に登ったとき、酒宴で乞われて不動を演じ、にらんだところ、群衆が礼拝した（「市

川陌延舎事録」） 

正月興行の１日〜３日まで「仕初式」が行われていた際、代々の市川團十郎が座頭を務めた

ときは睨みの見得をおこなった（口上にて、ニラミを行う） 

また江戸時代は、家々の戸口に團十郎を描いた絵が飾られていた 

二代目市川團十郎には、「役者の式神」という肩書きが与えられ、初代二代目と名優がうま

れた市川家は「家」が成立し、代々の團十郎は江戸の守り神となったのであっていた 

→つまり宗教性を思わせるカリスマ像を形成したのが二代目市川團十郎であった 

浮世絵と曽我物 

 歌舞伎での曽我物人気を受けて、特に曽我狂言を浮世絵に取り上げだしたのは、初代鳥居

清元・清信・清倍の浮世絵師たちであった。初代鳥居清元は京都から下って江戸難波町に住

み、元禄二年（1690 年）市村座の看板絵を描いて好評を博し、あらゆる座の看板絵を描くよう

になった。息子の清信も江戸に下ると、菱川師宣の画風に影響を受けつつも独自の様式を確立

していった。 

→その頃の江戸は初代団十郎が演じる荒事が評判になっていた。その中で曽我物に初代鳥居

一家が出会い、影響を受け曽我物の浮世絵を描きだしたと言われている。 



 『沢村亀三郎と市川升五郎の扇恵方曽我』鳥居

清信 

清信の画風はこの豪放な荒事をどのように浮世絵の世界で表現するかという点で最もふさわ

しいものであった。 

その画風というのは、豪放さを表現する「瓢箪足」であり、血管が浮き出るような肉体描写、

描線に肥痩の差をつけた闊達な「みみずがき」と 呼ばれる表現方法などであった。清信はこの

ような画法で、「兵根元曽我」、「曽我暦開」その他の曽我五郎をつぎつぎと浮世絵に描いて

いき、浮世絵としても大変曽我物の絵は人気を博すようになった。清信の長男、清倍も「曽我

狂言図」や「万東一寿曽我」「竹抜き五郎」など、曽我 狂言を画題とした浮世絵を多く描いて

いる。 

 

→このように浮世絵を盛んにした、初代鳥居派によって浮世絵と歌舞伎の相乗効果を得て、

曽我物は江戸時代「一富士、二鷹、三茄子」と言われるように、二大仇討物語のナンバーワン

として民衆の人気を得ていった。 
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